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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各メッセージに優先度特性を割り当てることと、
　前記メッセージを前記割り当てられた優先度特性と一緒に移動局に送信することであっ
て、メッセージサービスセンタが前記メッセージを前記移動局に送信するか否かは、前記
優先度特性によって決める、
　前記移動局において前記優先度特性を調べることと、
　前記優先度特性に依存して前記移動局において前記メッセージを処理することとを備え
た、セルラシステムにおいてメッセージソースから移動局にメッセージを転送する方法に
おいて、
　メッセージサービスセンタが前記メッセージを前記移動局に送信するか否かは、前記優
先度特性によって決まり、
　前記移動局における前記メッセージの処理は、前記優先度特性に依存して前記メッセー
ジに優先度を割り当てることと、前記優先度に依存して前記メッセージを記憶することを
含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記優先度特性の割当ては、前記メッセージソースを識別する割り当て情報を備えた、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記優先度特性の割り当ては、前記メッセージを定義する時間情報を時間に依存するも
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のとして割り当てることを備えた、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記優先度特性の割り当ては、前記メッセージを定義する位置情報を位置に依存するも
のとして割り当てることを備えた、請求項１、または２、または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記優先度特性の割り当ては、前記メッセージを定義する表示情報を即時表示のための
メッセージとして割り当てることを備えた、請求項１乃至４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記優先度特性の割り当ては、前記メッセージを定義する表示情報を次の表示のために
記憶されるメッセージとして割り当てることを備えた、請求項１乃至４のいずれかに記載
の方法。
【請求項７】
　前記メッセージはメッセージソースで生成され前記移動局へのオンワード送信のために
メッセージサービスセンターに送信される、請求項１乃至６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記優先度特性は、前記メッセージサービスセンターにおいて各メッセージに割り当て
られる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記優先度特性は、前記メッセージソースにおいて各メッセージに割り当てられる、請
求項１乃至７のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記メッセージは前記優先度に依存して表示のために前記移動局において記憶される、
請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記優先度特性の割り当ては、前記メッセージソースを識別する情報を割り当てること
を備え、前記メッセージソースが周知なら前記メッセージは記憶される、請求項１０に記
載の方法。
【請求項１２】
　前記優先度特性の割り当ては、前記メッセージを定義する時間情報を時間に依存するも
のとして割り当てることを備え、前記時間情報が現在のものであるならば前記メッセージ
は記憶される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記優先度特性を割り当てることは、前記メッセージを定義する位置情報を位置に依存
するものとして割り当てることを備え、前記位置情報が現在のものであるなら前記メッセ
ージは記憶される、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　より高い優先度のメッセージの記憶を可能にするようにより高い優先度の新しいメッセ
ージが受信されるなら、以前に記憶されたより低い優先度のメッセージを削除することを
さらに備えた、請求項１乃至１３のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　各メッセージに優先度特性を割り当てる手段と、
　前記割り当てられた優先度特性と一緒に前記メッセージを移動局に送信する手段であっ
て、メッセージサービスセンタが前記メッセージを前記移動局に送信するか否かは、前記
優先度特性によって決める手段と、
　前記移動局において前記優先度特性を調べる手段と、
　前記優先度特性に依存して前記移動局において前記メッセージを処理する手段と、
を備えた、セルラシステムにおいてメッセージソースから移動局にメッセージを転送する
システムにおいて、
　メッセージサービスセンタが前記メッセージを前記移動局に送信するか否かは、前記優
先度特性によって決まり、
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　前記処理手段は前記優先度特性に依存して前記メッセージに優先度を割り当てるように
動作可能であり、
　前記移動局はさらに前記優先度に依存して前記メッセージを記憶する手段をさらに備え
たことを特徴とするシステム。
【請求項１６】
　前記優先度特性を割り当てる手段は、前記メッセージソースを識別する情報を割り当て
る手段を備えた、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記優先度特性を割り当てる手段は、前記メッセージを定義する時間情報を時間に依存
するものとして割り当てる手段を備えた、請求項１５または１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記優先度特性を割り当てる手段は、前記メッセージを定義する位置情報を位置に依存
するものとして割り当てる手段を備えた、請求項１６または１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記優先度特性を割り当てる手段は、前記メッセージを定義する表示情報を即時表示の
ためのメッセージとして割り当てる手段を備えた、請求項１５乃至１８のいずれかに記載
のシステム。
【請求項２０】
　前記優先度特性を割り当てる手段は、前記メッセージを定義する表示情報を次の表示の
ために記憶されるメッセージとして割り当てる手段を備えた、請求項１５乃至１８のいず
れかに記載のシステム。
【請求項２１】
　前記メッセージは前記メッセージソースにおいて生成され、前記移動局へのオンワード
送信のためにメッセージサービスセンターに送信される、請求項１５乃至２０のいずれか
に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記優先度特性は、前記メッセージサービスセンターにおいて各メッセージに割り当て
られる、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記優先度特性は、前記メッセージソースにおいて各メッセージに割り当てられる、請
求項１５乃至２１のいずれかに記載のシステム。
【請求項２４】
　前記記憶手段は、前記優先度に依存して前記移動局において表示のためのメッセージを
記憶するように動作可能である、請求項１５に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記優先度特性を割り当てる手段は、前記メッセージソースを識別する情報を割り当て
る手段を備え、前記記憶手段は、前記メッセージソースが周知なら前記メッセージを記憶
するように動作可能である、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記優先度特性を割り当てる手段は、前記メッセージを定義する時間情報を時間に依存
するものとして割り当てる手段を備え、前記記憶手段は、前記時間情報が現在のものであ
るなら前記メッセージを記憶するように動作可能である、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記優先度特性を割り当てる手段は、前記メッセージを定義する位置情報を位置に依存
するものとして割り当てる手段を備え、前記記憶手段は、前記位置情報が現在のものなら
ば前記メッセージを記憶するように動作可能である、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２８】
　より高い優先度のメッセージの記憶を可能にするようにより高い優先度の新しいメッセ
ージが受信されるなら、以前に記憶されたより低い優先度のメッセージを削除する手段を
さらに備えた、請求項１５乃至２７に記載のシステム。
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【請求項２９】
　メッセージソースからメッセージを含む信号を受信する受信機であって、前記メッセー
ジは割り当てられた優先度特性を有する、
　メッセージデータを記憶する記憶装置と、
を備えた、メッセージを受信するための移動局において、
　前記メッセージの優先度特性を調べ、前記優先度特性に依存して前記メッセージに優先
度を割り当て、前記優先度特性に依存して前記メッセージデータを前記記憶装置内に記憶
するように動作可能なコントローラーを備えたことを特徴とする移動局。
【請求項３０】
　前記メッセージ内の情報を表示するためのディスプレイスクリーンをさらに備え、
　前記メッセージは表示情報を備え、
　前記コントローラーは、前記ディスプレイスクリーン上に表示のための前記メッセージ
を出力することによりまたは次の表示のために前記メッセージを記憶することにより前記
表示情報に応答するように構成される、請求項２９に記載の移動局。
【請求項３１】
　前記優先度特性は、前記メッセージソースを識別する情報を備え、
前記コントローラーは、前記メッセージソースが周知なら前記メッセージを前記記憶装置
内に記憶することにより前記優先度特性に応答するように構成される、請求項２９または
３０に記載の移動局。
【請求項３２】
　現在時刻を識別するためのクロック回路をさらに備え、
　前記優先度特性は、時間に依存するものとして前記メッセージを定義する時間情報を備
え、
　前記コントローラーは前記クロック回路に接続され、前記時間情報が現在のものならば
前記メッセージを前記記憶装置に記憶することにより前記優先度特性に応答するように構
成される、請求項２９または３０または３１に記載の移動局。
【請求項３３】
　現在の位置を識別するための位置回路をさらに備え、
前記優先度特性は、前記メッセージを位置に依存するものとして定義する位置情報を備え
、
前記コントローラーは前記位置回路に接続され、前記位置情報が現在のものであるならば
前記メッセージを前記記憶装置に記憶することにより前記優先度特性に応答するように構
成される、請求項２９乃至３２のいずれかに記載の移動局。
【請求項３４】
　前記コントローラーは、メッセージ優先度を定義するルックアップテーブルを備え、よ
り高い優先度のメッセージを前記記憶装置に記憶可能にするようにより高い優先度の新し
いメッセージが受信されるなら、より低い優先度の以前に記憶されたメッセージを削除す
るように構成される、請求項２９乃至３２のいずれかに記載の移動局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、一般に、移動体通信環境においてメッセージを処理する方法および装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動体通信サービスの特徴は、局（一般には、２つの移動局）間でテキストベースのメ
ッセージを送信してもよいサービスである、いわゆるショートメッセージサービス（ＳＭ
Ｓ）である。このサービスは、特にデジタルネットワーク、例えばＣＤＭＡおよびＧＳＭ
ネットワークに使用される。ＳＭＳｓは顧客に人気があり、また、収入を増加するための
方法として顧客を見るサービスプロバイダにも人気があることを証明した。
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【０００３】
　ＳＭＳメッセージサービスは、極めて人気がありファッショナブルであることが証明さ
れ、そして、次世代（いわゆる３Ｇ）のセルラーサービスが利用可能になるにつれ、収入
を増加させる手段の１つとしてサービス会社により見られている。しかしながら、上述し
た現在のＳＭＳ構成には問題がある。現在、送受器は、（ショートメッセージサービス仕
様により定義される）１種類のメッセージについてしか知らず、従って、すべてのメッセ
ージは均等な優先度を有している。これは、言い換えると、特定のメッセージが他のメッ
セージより、より重要であるかどうかまたはメッセージを今表示すべきかどうかまたは後
で見るために記憶すべきかどうかの区別するための方法が無いことを意味する。
【０００４】
　移動局は、ＳＭＳメッセージ等を記憶するために移動局に利用可能な限られた量のメモ
リしか有していない。メモリが一杯になると、メモリ内のスペースがクリアされるまで、
移動局がさらなるＳＭＳメッセージを受信することは不可能である。従って、移動局が空
きメモリ容量が無いとして特定されたかどうかに関わらず、移動局が手の届かないもの(u
nreachable)として特定されなかったなら、上述した優先度メッセージの配信が試みられ
るであろう。
【発明の開示】
【発明の概要】
【０００５】
　３Ｇサービスが実現し始めるにつれ、ネットワーク（一般には、携帯電話サービスプロ
バイダ）は、送受器の位置に基づいてメッセージを送受器に向けることにより収入を増加
させるための方法に注目している。ネットワークが３Ｇ（または後の）仕様に性能が高め
られた状態で、ネットワークは、ネットワーク内の三角測量または送受器内のＧＰＳ受信
器を用いて各送受器の位置についての情報を保持するであろう。これは、ネットワークが
位置感応サービスを各個々の送受器に向けることを可能にするであろう。理解できるよう
に、これは、広告主から多量の利益を発生している。例えば、ユーザは、向かおうとして
いるデパートでの販売、または近くのレストランのランチタイム特別メニューを知らせる
メッセージを受信するかもしれない。可能性は非常に大きい。
【０００６】
　このすべてにおける１つの欠点は、移動送受器は、移動送受器が受信するメッセージを
記憶するために一定量のメモリしか有していないということである。それゆえ、これらの
メッセージをソートするまたはこれらのメッセージに優先順位をつけるためのシステムが
必要である。これを行なうために、メッセージがどのように処理されるべきかを指示する
優先度グループにメッセージが届いたときに、メッセージを分類する必要がある。主要な
分類因子は、送信者のアイデンティティ(identity)であることもあり得る。（例えば、送
受器電話帳を介して）送信者がユーザに知られていたなら、デフォルトアクション(defau
lt action)は、後の検索のためにメッセージをセーブし、ユーザにメッセージの到着を知
らせることであろう。従って、ユーザは暇なときにメッセージを検索することができる。
メッセージに任意の存続条件が付随するなら、そのメッセージは、存続条件がもはや真で
なくなるまでセーブしなければならない。存続条件がもはや真でなくなった時点でメッセ
ージは自動的に削除されなければならない。
【０００７】
　送信者がユーザに知られていないなら、送受器は同様にメッセージに優先順位をつける
ことができる。
【０００８】
　この発明は、移動局により受信されることもあり得る潜在的に大量ＳＭＳメッセージを
処理し、それらに優先順位をつけるための方法および装置を提供することにより、移動送
受器が受信することもあり得る潜在的に大量のメッセージを処理する問題を解決すること
を目指す。
【０００９】
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　この発明の観点によれば、メッセージソースからセルラシステム内の移動局へメッセー
ジを転送する方法が提供される。この方法は、メッセージソースにおいて、各メッセージ
に優先度特性を割り当てること、そのメッセージを、割り当てられた優先度特性と共に移
動局に送信し、メッセージの送信は、優先度特性に依存すること、移動局において優先度
特性を検査すること、および優先度特性に依存して移動局においてメッセージを処理する
ことを含む。
【００１０】
　この発明の他の観点によれば、メッセージソースからセルラシステム内の移動局にメッ
セージを転送するシステムが提供される。このシステムは、各メッセージに優先度特性を
割り当てる手段、メッセージを、割り当てられた優先度特性と共に移動局に送信する手段
、メッセージの送信は優先度特性に依存する、移動局において、優先度特性を検査する手
段、および優先度特性に依存して移動局においてメッセージを処理する手段を含む。
【００１１】
　この発明は、またメッセージを受信するための移動局を提供する。移動局は、割り当て
られた優先度特性を有する、メッセージソースからのメッセージを含む信号を受信する受
信器、メッセージデータを記憶する記憶装置、およびメッセージの優先度特性を検査し、
優先度特性に依存してメッセージデータを記憶装置に記憶するコントローラを含む。
【００１２】
　この発明の上述のおよびさらなる特徴は特に、添付されたクレームに述べられ、その利
点と共に、添付図面を参照してこの発明の例示実施の形態の以下の詳細な記述を考察する
ことにより、より明白になるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　添付図面の図１は、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）施設を内蔵するセルラ通信
システム１０を示す。ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）は、移動送受器または移動
局（ＭＳ）１１、１２、１３へのおよび移動局１１、１２、１３からの制限されたサイズ
のメッセージを送信する手段を提供する。ショートメッセージサービスの提供は、メッセ
ージのための記憶装置およびフォワードセンターとして作動するサービスセンタ１４を使
用する。２つの異なるポイントツーポイントサービスが定義された。これらの第１は、移
動局１１、１２、１３から移動システムコントローラ（ＭＳＣ）１５に関連するＳＭＳサ
ービスセンタ１４に移送されるであろう、モバイルオリジネーテッド(mobile originated
)（ＭＯ）メッセージである。ＭＯメッセージは、基地局１７、１８を経由して，基地局
コントローラ（ＢＳＣ）１９を介して、他の移動局１１、１２、１３、または移動システ
ムコントローラ１５に接続された公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）２０のような固定のネット
ワーク上の加入者におけるあて先に移送される。第２は、サービスセンタ１４から１つ以
上の移動局１１、１２、１３に移送されるであろう、モバイルターミネーッテッド(mobil
e terminated)(ＭＴ）メッセージである。モバイルターミネーッテッド（ＭＴ）メッセー
ジは、（メッセージを介して）他の移動ユーザによりまたは、例えば音声、テレックス、
ファックス、ｅメール、マルチメディア、インターネット等（図示せず）のようなさまざ
まな他のサービスにより同じサービスセンタ１４に入力されてもよい。
【００１４】
　ＳＭＳメッセージが送信されると、システムはいくつかの情報エレメントをＳＭＳメッ
セージに添付する。これらのエレメントは、サービスセンタ１４に配信優先順位データを
供給するように意図され、以下のもの、すなわち、有効期間、サービスタイムタイムスタ
ンプ、プロトコルＩＤ、送信すべきより多くのメッセージ、優先度、メッセージ待ち、お
よびアラートサービスセンタを定義または特定するデータを含む。これらのエレメントは
どのようにしておよびいつ移動局１１、１２、１３へのＳＭＳメッセージの配信を試みる
かを決定するためにサービスセンタ１４により使用される。
【００１５】
　有効期間は、受取人への配信が実行される前にどのくらいの期間サービスセンタメモリ
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内のショートメッセージサービスの存在を保証しなければならないかを示す。サービスセ
ンタタイムスタンプは、いつサービスセンタがショートメッセージサービスを受信したか
に関する情報を保持する。サービスセンタタイムスタンプは、有効期間と一緒に使用され
、いつショートメッセージサービスがサービスセンタから除去できるかを決定する。
【００１６】
　優先度エレメントは、移動局に依存してサービスセンタが解釈する簡単なフラッグであ
る。移動局が一時的に不在であるとして特定されたなら、非優先度メッセージの配信は試
みられないであろう、そして、移動局１１、１２、１３が手の届かないものとして特定さ
れなかったなら、優先度メッセージの配信は試みられるであろう。
【００１７】
　移動局１１、１２、１３に配信されるＳＭＳメッセージ内に、送信者ＩＤ等のような種
々の情報を有するいくつかのヘッダー情報エレメントがある。アドレスフィールドのフォ
ーマットを表１に示す
【表１】

【００１８】
　アドレスの種類フィールドは、多数のフォーマットで送信者のアイデンティティを有す
る。アドレスの種類フィールドは、２つのエレメント、すなわち、番号の種類およびナン
バリングプランアイデンティフィケーション(numbering-plan-identification）を含む。
【００１９】
　番号の種類エレメントは、表２に設定されるように符号化された３ビットを含む。
【表２】

【００２０】
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　ナンバリングプランアイデンティフィケーションエレメントは、表３に設定するように
符号化された４ビットを含む。
【表３】

【００２１】
　番号の種類＝１０１の場合、ナンバリングプランアイデンティフィケーションビットは
予備として取っておかれ、００００である。ここで留意すべきは、任意のエンティティサ
ービスセンタのアドレッシングのために、ＭＳＣまたは移動局ナンバリングプランアイデ
ンティフィケーション＝０００１が常に使用されるであろうということである。
【００２２】
　３Ｇサービスが実現し始めるにつれ、ネットワーク（一般には、携帯電話サービスプロ
バイダ）は、送受器の位置に基づいてメッセージを送受器に向けることにより収入を増加
させるための方法に注目している。ネットワークが３Ｇ（または後の）仕様に性能が高め
られた状態で、ネットワークは、ネットワーク内の三角測量または送受器内のＧＰＳ受信
器を用いて各ハンドセットの位置についての情報を保持するであろう。これは、ネットワ
ークが位置感応サービスを各個々の送受器に向けることを可能にするであろう。理解でき
るように、これは、広告主から多量の利益を発生している。例えば、ユーザは、向かおう
としているデパートでの販売、または近くのレストランのランチタイム特別メニューを知
らせるメッセージを受信するかもしれない。可能性は非常に大きい。
【００２３】
　このすべてにおける１つの欠点は、移動送受器は、移動送受器が受信するメッセージを
記憶するために一定量のメモリしか有していないということである。それゆえ、これらの
メッセージをソートするまたはこれらのメッセージに優先順位をつけるためのシステムが
必要である。これを行なうために、メッセージがどのように処理されるべきかを指示する
優先度グループにメッセージが届いたときに、メッセージを分類する必要がある。主要な
分類因子は、送信者のアイデンティティ(identity)であることもあり得る。（例えば、送
受器電話帳を介して）送信者がユーザに知られていたなら、デフォルトアクション(defau
lt action)は、後の検索のためにメッセージをセーブし、ユーザにメッセージの到着を知
らせることであろう。従って、ユーザは暇なときにメッセージを検索することができる。
メッセージに任意の存続条件が付随するなら、そのメッセージは、存続条件がもはや真で
なくなるまでセーブしなければならない。存続条件がもはや真でなくなった時点でメッセ
ージは自動的に削除されなければならない。
【００２４】
　添付図面の図２は、優先順位のつけられたＳＭＳメッセージを管理することができる移
動局１１の受信器を概略の形態で示す。移動局１１は、基地局１７、１８（図１参照）か
らの通信信号を受信しデコードする受信器およびデコーダ回路２２を含む。受信器および
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デコーダ回路２２により実行される機能は、それ自体よく知られており、この発明に直接
関係しない。それゆえ、受信器およびデコーダ回路２２の機能と動作は、ここでは、さら
に詳細に記載されないであろう。
【００２５】
　受信器およびデコーダ回路２２により受信されデコードされたＳＭＳメッセージは、バ
ッファ２３に入力され、優先度データがコントローラ２４により検査される。コントロー
ラ２４は、移動局１１の位置を特定する位置データをコントローラ２４に供給するＧＰＳ
回路２６に接続される。ＧＰＳ回路２６により実行される機能は、それ自体よく知られて
おり、種々の３Ｇ規格に関係する種々の公的に入手可能な文献に明記されており、それゆ
え、ここでは、さらに詳細に記載する必要がない。
【００２６】
　コントローラ２４はまた「周知」の番号を特定するデータが記憶されるディレクトリ２
５から電話番号データを受信するために接続される。一般にこれはユーザにより移動局に
入力されたデータであろう。ディレクトリは、コントローラが「周知の」ソースからのメ
ッセージを特定することを可能にするためにコントローラのためのルックアップテーブル
としての役割を果たす。局部クロック回路２７は、現在の時刻を特定するデータをコント
ローラに供給する。時間データは、クロック回路２７により内部的に発生してもよくまた
は良く知られているように、受信およびデコーダ回路により受信される信号に含まれる時
間情報から導き出してもよい。
【００２７】
　また、表示パネル２９上に表示するためにコントローラ２４により選択されるＳＭＳメ
ッセージを記憶するために記憶装置２８が設けられる。記憶装置は、２つの部分、すなわ
ち、現在の表示データのための１つ以上のメッセージを定義するデータを記憶するための
表示記憶部分２８ａと、その後の表示のためにユーザによる選択のために利用可能なメッ
セージを定義するデータを記憶するための保持記憶部分２８ｂに分割される。実際には、
記憶装置の２つの部分は、別箇の装置として供給されてもよいし、または２つの部分に分
けられた単一の装置として供給されてもよい。記憶装置２８の形態は、実装選択の問題で
ある。
【００２８】
　コントローラ２４は、バッファ２３からの優先度情報、ディレクトリ２５からの番号、
ＧＰＳ回路２６からの位置データ、およびクロック回路２７からの時間データを検査し、
受信したＳＭＳメッセージのメッセージ内容を用いて何をすべきかを決定する。もちろん
、メッセージに優先順位をつけてもよいいくつかの方法がある。一つの出発点は、周知の
ソースからの起源であるかどうかを見るためにＳＭＳメッセージ内のデータを見ることで
あろう。メッセージがよく知られている起源から来るなら、メッセージは、即時表示のた
めに、または移動局のユーザによって必要に応じてその後の検索のために記憶装置に移る
こともあり得る。
【００２９】
　添付図面の図３は、移動局１１の送信器側を概略の形態で示す。送信器側の多くの装置
は、上述した受信器側の装置と同じである。相違点のみを以下に記載する。移動局は、コ
ントローラ２４に接続されたキーパッド３１（一般には、すべての携帯電話上のユビキタ
ス(ubiquitous)数字キーパッドを含む。キーパッド上のキー（図示せず）のユーザ操作に
より文字を表すデータが発生されコントローラ２４に入力される。このようにして発生さ
れたデータは、完全なメッセージが発生されるまで記憶装置２８の保持部２８ｂに保持さ
れる。
【００３０】
　（ユーザがキーパッドを介して「送信」コマンドを入力することにより決定される）メ
ッセージの送信準備ができると、メッセージデータがコントローラ２４によって記憶装置
２８から読み出される。コントローラ２４は移動局を特定するデータをメッセージに付加
し、所望なら、メッセージの時刻および移動局の送信の時刻における位置を特定するデー
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タを付加する。時間および位置データは、ＧＰＳ回路２６およびクロック回路２７からコ
ントローラ２４によって得られる。従って、コントローラ２４により編集されるデータは
、ＳＭＳサービスセンター１４によるさらなる処理のためおよびオンワード(onward)送信
のために通信信号を符号化し基地局に送信する符号化および送信回路３２に出力される。
【００３１】
　移動局がＳＭＳメッセージを受信すると、そのメッセージに関連する優先度データが処
理され、そのデータを用いて何をすべきかを決定する。以下の例では、受信する移動局の
ユーザに知られたソース（例えば、他のユーザの移動局）からのメッセージに最高の優先
度が割り当てられると仮定されるであろう。ユーザがソースを知っているなら、入力され
るＳＭＳメッセージは、即時のまたはその後の表示のためにセーブされる。
【００３２】
　ユーザがＳＭＳメッセージの送信者を知らないなら、移動局１１は、以下の表４に述べ
るスキームのような所定のスキームに従ってメッセージに優先順位をつけてもよい。
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【表４】

【００３３】
　表４で述べたスキームにおいて、優先度１が最も重要であり、最高の優先度のメッセー
ジが記憶または表示のために優先される。より高い優先度のメッセージが存続するために
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記憶容量を必要とするなら、より高い優先度のメッセージはより低い優先度のメッセージ
を自動的に削除することができる。表４の考察から、適切な技能を持つ人々により理解さ
れるであろうように、メッセージの優先順位づけは、メッセージ（またはメッセージヘッ
ダ）に付加される３ビットしか必要とせず、優先度１および９を用いて既存のメッセージ
処理をサポートすることができる。
【００３４】
　（すでに説明したように）「送信者周知」フィールドは、ＳＭＳメッセージが移動局１
１により受信されると評価される。従って、メッセージは、時間と位置に関する存続条件
を有することしか必要としない。どのタイプをメッセージに適用するかを決定するための
責任は、ネットワークにあるであろう。例えば、他の送受器からのメッセージは、存続お
よび表示条件が偽の状態で送信されるであろう。従って、送受器は、送信者を認識するか
またはしないであろう。しかし、送受器は、後の検索および表示のためにメッセージを記
憶装置２９に記憶するであろう。
【００３５】
　広告の場合には、「表示のみ」条件を位置および／または存続時間と共に設定してもよ
い。これは、メッセージがユーザに関連している限り表示のために利用可能であるに過ぎ
ず、記憶されないであろうことを保証するであろう。この種のメッセージの他の例は、ユ
ーザが目的地に到達するまで、恐らく自動更新する現在位置から所望の目的地までの道順
をユーザに与えることであろう。これらは、次世代の通信システムが提供できるであろう
とネットワークオペレータが予測する付加価値サービスの種類である。
【００３６】
　ショートメッセージサービス優先順位の好適実施は、移動局に存在するが、適切な情報
構造を用いてショートメッセージサービスメッセージを配信するために移動ネットワーク
からのサポートを必要とする。優先順位スキームは、それ自体では、優先設備を含まない
移動局と連動することができる。この場合、１６の可能なオプションを提示する上記表４
は、２つのオプション、すなわちメッセージタイプ１および９に簡略化するであろう。こ
の場合、送信者は移動局に周知であるかまたは周知でない。この簡単な強化でさえ有益で
あろう、そしてネットワークからの付加的なサポートを必要としない。時間ベースの存続
、位置ベースの存続および表示のみのデータエレメントがショートメッセージサービス構
造に付加されると、ネットワークサポートが必要とされる。
【００３７】
　送信される付加データをカプセル化する、現在好適な１つの例は、表５に示すように複
数のデータフィールドを有するようにアドレスフィールドを拡張することである。
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【表５】

【００３８】
　フォーマットは、メッセージが表示のみ情報、存続時間情報、および存続位置情報を含
む、含まないにかかわらず、拡張モードフィールドが信号に付加されるオクテットＮ＋１
まで同じ状態のままである。拡張モードフィールドのための１つのフォーマットの一例が
表６に提示される。
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【表６】

【００３９】
　存続時間フィールドは、単位が拡張モードフィールドのビット３および４によって与え
られる正の整数を保持する。存続位置エレメントの１つの方法は表７に提示される。
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【表７】

【００４０】
　上述した優先順位づけスキームは、メッセージで完全に充填する、移動局内のメモリの
可能性を低減するであろうことが理解されるであろう。しかしながら、メモリ内のメッセ
ージがメモリの容量に達するであろういくつかの情況があるであろう。そのような情況の
１つは、ユーザが単に移動局からの古いメッセージをわざわざ削除しない場合であろう。
他のケースは、短期間に大量のメッセージが移動局に同時に到達する場合であろう。メモ
リが容量に達すると、コントローラ２４は、より高い優先度の入力メッセージのためにメ
モリ内に空き領域を作るようにメモリからの選択されたメッセージを削除するために優先
順位をつけるデータを使用してもよい。コントローラは、ユーザにとって関心の無いメッ
セージを破棄するために（いくつかのｅメールアプリケーションで行なわれているのとほ
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ぼ同じように）ユーザが定義したフィルタを使用するように構成されていてもよい。
【００４１】
　適切な技能を持った人々は、上述したスキームは、セルラ（または他の）通信システム
において適用してもよい多くの異なるスキームの１つであることを理解するであろう。こ
の発明は上述した優先順位づけスキームに限定されない。
【００４２】
　好適実施の形態を参照することによりこの発明を記載したが、論議されている実施の形
態は例示に過ぎず、適切な知識と技能を持った人々が思いつくような変更および変形は、
添付したクレームおよびその均等物に記載されたこの発明の精神および範囲を逸脱するこ
となく行なってもよいことがよく理解されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】図１は、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）施設を内蔵するセルラ通信シス
テムの概略システム図である。
【図２】図２は、図１のセルラ通信システムの移動局内の受信器の概略システム図である
。
【図３】図３は、図１のセルラ通信システムの移動局内の送信器の概略システム図である
。

【図１】 【図２】



(17) JP 4584583 B2 2010.11.24

【図３】



(18) JP 4584583 B2 2010.11.24

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100109830
            弁理士　福原　淑弘
(74)代理人  100095441
            弁理士　白根　俊郎
(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100103034
            弁理士　野河　信久
(74)代理人  100092196
            弁理士　橋本　良郎
(74)代理人  100100952
            弁理士　風間　鉄也
(72)発明者  スミス、アラン
            イギリス国、ジーユー１４・７エルエス、ハンプシャー、ファーンボロウ、ファーンボロウ・ロー
            ド　２７９、スペクトラム・ポイント、セカンド・フロアー、クゥアルコム・（ユーケー）・リミ
            テッド気付

    合議体
    審判長  江嶋　清仁
    審判官  近藤　聡
    審判官  佐藤　匡

(56)参考文献  国際公開第０１／５４４３６（ＷＯ，Ａ１）
              特開平７－２６４２３６（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１６５９２５（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04B 7/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

